
（敬称略）

◇お世話になります。 田辺はまゆうＲＣ 矢田様

◇本日は宜しくお願いします。

田辺はまゆうＲＣ 松本様・有本様・小倉様

◇お世話になります。矢田君頑張れ！！

田辺はまゆうＲＣ 坂口様

◇矢田歯科医院 理事長 矢田 篤司様をお迎えして。

藍畑・愛須・後藤・橋本・片井・木村・小山・

畔田・森本・中川・中嶋・西谷・佐田・杉若・

武田・竹村・谷峯・谷本・谷中・玉置・上原・

山本・吉本

◇お久しぶりです。すこぶる元気です。 楠本

◇楠本さん、お久しぶりです。 坂本

◇福島の孫が筑波大学推薦入学にパスしました。

原発から避難してきた田辺から帰ってハンデを取り

返したようです。 堀

◇新しい歯、調子いいです。 野村

◇早退します。 岩崎

◇結婚記念日 谷本

◇お花頂きます。 平野

■本日のお客様は、医療法人 篤志会 矢田歯科医院

理事長 矢田 篤司 様です。後ほどよろしくお願

い致します。

■11月10日(土)「麻薬・覚醒剤乱用防止運動 街頭キャ

ンペーン」がオーシティー田辺店周辺で開催されま

した。ご参加の皆さん、ご苦労様でした。

（平野好史君、岡本博君、武田静也君、谷中順次郎君、

玉置和男君、吉本正美君）

■11月11日(日)、2013-14年度 青少年交換プログラム

の第１回オリエンテーションがりんくう国際物流セ

ンターで開催されました。地区委員の平野好史君、

出席、ご苦労様でした。
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田辺はまゆうＲＣ

有本 祐子 様

坂口 富茂 様

松本 博子 様

小倉 孝章 様



■11月17日(土)、米山記念奨学委員会の奨学生達と地区

委員で、京都嵐山において紅葉狩りが開催されます。

地区委員の坂本正人君、ご苦労様ですがよろしくお願

いいたします。

■11月18日(日)、2012-13年度 青少年交換プログラム

の第２回オリエンテーションが岸和田市の雪本孝治ガ

バナー補佐のご自宅で開催されます。新世代委員長の

平野好史君とユルバ・アルベンクオーネさんが出席予

定です。平野好史君、ユルバさん、ご苦労様ですがよ

ろしくお願いいたします。

■本日、例会終了後に定例理事会を開催いたします。

理事・役員の方はお残り下さい。

■例会日時変更

◎那智勝浦ＲＣ

11月22日(木)→ 11月22日(木)12：30～

場所：「大門坂」石碑前 ＜石碑周辺の清掃の為＞

◎有田南ＲＣ 11月27日(火)→ 11月23日(金)

場所：「神戸方面」 ＜家族親睦旅行＞

◎海南西ＲＣ 12月27日(木)→ 休会

■メークアップ

◎11月10日(土)

「麻薬・覚醒剤乱用防止運動 街頭キャンペーン」

平野好史君、岡本博君、武田静也君、

谷中順次郎君、玉置和男君、吉本正美君

■回覧

◎週報「白浜ＲＣ」「粉河ＲＣ」

◎「シーカ91号」「ハイライトよねやま152号」

◎社会福祉法人ふたば福祉会「この街で18号」

演劇「ふるさとをください」パンフレット

◎日通旅行株式会社様より「第１０４回国際ロータリー

年次大会 リスボン参加旅行のご案内」

歯無しにならない話

（話にならない話）

1972年に、世界各国の歯科衛生の実態調査が実施され

たことがあります。

その結果、世界の注目を浴びたのが、次の両極端な例で

した。

まず、オーストラリアの都市では、40歳前後の成人の実

に36％が無歯顎、つまり1本も歯がないというショッキ

ングな事実です。

それにひきかえ、山梨県の調査では、歯の1本もない人

はゼロでした。

他の諸国はこの中間でしたが、そのころイギリスでも、

すべての成人の3人に1人は1本も歯がない状態だったよ

うです。

イギリスやオーストラリアでは、娘が嫁に行くとき、嫁

いだあとに歯で苦労しないよう、歯を全部抜いて「入れ

歯」をもたせてあげるという習慣が、第二次世界大戦後

まで続いていたというから驚くばかりです。

むし歯になったり、歯が痛くなったら、抜いて入れ歯

という考え方は、欧米諸国では今日でも強いようです。

それは各国の社会保険制度の給付とも関係があるのでしょ

う。（日本の国民皆保険実施は、1961年です）

時間とコストがかかり、熟練を要する「歯を残す治療」

は欧米諸国の保険診療では制限されているようです。

一方、日本の歯科医師は患者さんに「抜いてください」

といわれてもなんとか歯を残して治療しようと努力して

きました。日本の社会保険制度は、私たち歯科医師から

みるといろいろ意見もありますが、国民の歯科保健全体

の向上に寄与していると評価できるでしょう。歯の神経

を取って歯を残す技術をはじめ、日本の歯科医療は世界

最高の水準だと評価され、世界各国から注目を浴びてい

ます。

今、日本歯科医師会では、「一生自分の歯で食べよう」

というスローガンを掲げています。

また80歳まで自分の歯を20本残そうという「8020(はち

まるにいまる)運動」で、歯を生涯にわたって維持しよ

うという運動を、厚生省や各関係機関と共同で進めてい

ます。

日本人は、昔から歯をとても大切にする国民です。そ

して日本の歯科医師は世界一、歯を「抜かずに残そう」

と努力しているのです。
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幹事報告

医療法人 篤志会 矢田歯科医院

本 日 の プ ロ グ ラ ム

理事長 矢田篤司 様


